







ジ）のなかの第 3章「『五四』後三十年」の後半の 4節から 7節を訳したものである
（第 3章は 8節からなるが前半の 1～3節はすでに本論集の第 47号に訳出済である（1）。また，8
























































































































































































































































































の産業資本は東北を除いても，すでに 17億 7,600万元に達しており，1920年に比べて 2.5倍
増加した。




































































































メートルで，人口は 5,000万以上に達し，兵力も 4万余りから 17万 5,000人に拡大した。延
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〔付記〕
この翻訳にあたっては著者張琢教授から直接承諾をいただいたうえに，訳者の多くの質問に
答えていただいた。記して感謝する次第である。
（ほし あきら 現代社会学科）
2009年 4月 10日受理
「五・四運動」後の 30年（下）（星 明）
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